






序

伊達郡及び福島市には条里遺構が存在し， 幾多の風雪に耐えて古代から

今日まで受け継がれて来ております。水田や畑地の区画に見るこの遺構は

正に ‘土地に刻まれた歴史、といえましょう。

さて， 昭和50年度以降， 伊達郡3町（国見桑折， 梁川）を中心とする

阿武成）1|西岸地帯において県営ほ場整備事業（伊達西部地区）が施行された

ため， この歴史的景観が失われることになり， 県教育委員会は事前に発掘

調査を実施し地下遺構の存否を確認して参りました。・

本年度は， 最終年次（第6年次）に当り， 国見町森山地区を対象として

発掘調査を行い条里．（想定）区画線上に溝跡などを確認しております。

この成果をまとめたものが本冊子であり， これが学術研究， 文化財保渡

そして地域文化の振典に何らかの形で資するところがあれば望外の喜ぴと

存じます。

当発掘事業の最後に当り， 何かと御協力下さった国見町教育委員会， 福

島農地事務所を始めとする多くの関係機関に対し心より惑謝の意を表しま

す。

昭和56年3月

福島県教育委員会教育長

辺 見 栄之助



例 言

だ てせいぶ

1.本書は， 昭和55年度に実施した ， 県営ほ場整備事業伊達西部地区内に所在する伊達西部条里

遠構発掘調査の報告書である。

2. このほ場整備事業の計画・施行に当っては， 福島県福島農地事務所と 福島県教育委員会（文

化課）が埋蔵文化財保渡のための協議を重ね， 遺跡の現；l犬保存に努めているが， 止むを得ず失

れるものについては， 記録保存のための発掘調査（調査主体者・福島県教育委員会）を実施し

ている。（文化財保護法第57粂の3第一項及び第98条2第一項による）

3.本年度は， 伊達西部条里遺構（森山地区）の発掘調査を実施したが． 昭和54年度実施地区を

森山I区あるいは森山粂里I区（ 略記号DKJ森山）とし， 今回のそれを森山1l区あるいは森

山粂里1I区（略記号DKJ森山1I)として区別する。

4. 本調査は， 国庫補助金を受けて実施した。

5. 発掘調査は， 福島県教育庁文化課が担当し国見町教育委員会の協力のもとに， 下記2名と若

干の補助員をもって組織したが， 調査体制の詳細については後述の通りである。

発掘調査担当者 8下部善己 （福島県教育庁文化課 文化財主事）

調査員 寺島 文隆 （〔財〕福島県文化センタ ー 逍跡調査課 文化財主事）

6.調査期間は， 昭和55年10月13日～11月6日（延18日間）までで， その面積は1,000rri'である。

7.発掘調査及び整理作業・報告書作成の諸段階において， 以下の方々の御援助と御協力を賜わ

った。記して謝意を表します。

安田 初雄 （東北福祉大学持任教授） 佐藤堅治郎 （福島市文化財保護審議委員）

菊池 利雄 （国見町文化財保護審議委員）

9.報告書の番号は， 前年度のものをN．と考え， 本年度のものをVとする。

8. 本書の執筆は事実報告を主眼として 以下の様に分担し， 編集は日下部善己が行った。

寺島文隆（第 I 章•第1II 章第2節1. z, 5, 8, 9) 日下部善己（左記以外のものすべ-r)

9. 本書作成の甚準は以下の通りであるが， 特記しないものについては通例による。

(1) 平面図中の方位は磁北を示す。

l2)遺構図内に示す破線は， 想定復元線であり， 断面図に示す基準線の数1直は海抜高度である。

(3l遺物の計測値は， 特に記載しない限りいずれも最大径をとっている。

10.本書掲載の挿図・写真図版等及びその他の資料は文化課にて保管しており， 営利目的以外の

活用（学術研究， 文化財保護， 教育及びそれらの晋及・啓蒙など）は任意であるが出典等は明

示されたい。
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第 I 章 遺跡と環境

第1節 位置と地形

今年度（昭和55年度）対象とした調査地区は今事業の最終地区の森山地区である。森山地区は

東北本線藤田駅の東方約2 kmの地区一帯をほぼいう。 丁度， 県道藤田一 五十沢線の字辻周辺であ

る。 この森山地区は北側に国見丘陵列をひかえ． 束南方には阿武隈川を見る。 そして， この国見

丘陵から阿武隈川流域の沖積段丘に至る側は藤田面と呼ばれる扇状地である。この扇状地（藤田

面）を西方から南東方に分断するように滝川が束南流し， これと平行するように東側を滑川が東

南流している。 滑川は滝JI Iへ合流し， 阿武隈川へと注ぐ。 これらの河川の水址が示すごとく滝川

がまさつており， これにより形成された谷も滑川より滝川の谷の方が幅も広く深いものである。

この平坦な扇状地（藤田面）と滝川・滑川の二つの河川の水を利用して永く水田（耕地）として

利用されているのである。 また， これら対象地区の粂里の区画線は字辻を中心とした周辺部にそ

の形跡をとどめているが． 東側に谷が見られこの区画線は大きくみだれている。 これと同様のこ

とは滝川周辺にも認められる。

第 1 図 遺跡周辺の地形分類図
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第2節
・

歴史的環境

国見町は， 従来か

ら多くの先学により

紹介されているよう

に， 原始から近世に

至るまで数多くの遺

跡が知られている。

縄文時代までの遺跡

については前回まで

の調査報告に詳しい

ので今回は条里制遺

構との関連を考慮し

て弥生時代の遺跡か

ら概観してみたい。



弥生時代はいまさら述べるまでもなく稲作を碁盤とした社会である。 この時代の追跡は現在知

られているものでは石包丁を出土している光明寺の山田逮跡， 志久遺跡， 弥生土器と太形蛤刃石

斧を出土している泉田の堰下追跡， 伊達西部地区の調査により明らかとなった徳江の仏供田進跡

などが著名である。 その他アメリカ式石鏃や石鍬． 管玉， 太形蛤刃石斧を出土したところも認め

られている。 これら弥生時代に培かわれた経済基盤をもととして貧富の差が生じ ， これがやがて

階級の分化となり古墳文化が出現する。 当地方の古墳は， 現在中期古墳(5世紀代）といわれ，

主軸長約70mを測る塚野目八幡塚古墳を筆頭として後期古墳の錦墳古墳（主軸長約42cm)，森山古

墳群， 大木戸古墳群などが知られる。 横穴墓群では， 他にも所在は知られるが現在明確となって

いるものとして涌水横穴暮群があげられるのみである。 こうして見ると国見町では前期古墳がい

まだに発見されていないが中期古墳以降連綿として古墳文化は読いていたことを物語っている。

この時代の躾落遺跡としては， 塚野目の南寺田遺跡， 森山の太田）l|遺跡などが知られている。 ま

た， この時代の祭祀遺跡としては徳江の反畑遺跡， 塚野目の矢ノ目遺跡の存在が知られる。 以上

のような古墳文化の開花はやはり弥生時代にはじまる水稲耕作による経済碁盤の安定化が大きな

要因であったろうことは推測するにかたくない。 そして， これらの水田が条里水田として国見町

の山崎石母田， 森山， 大木戸， 高域， 西大枝， 藤田． 徳江． 塚野目， 梁川町束大枝， 桑折町北

半田， 谷地， 伊達崎などにおいて機能していたのは， やはり， 古墳時代まで湖る根拠は現在のと

ころ十分ではなく， 奈良時代以降として現在考えるのが妥当と考えられる。 そしてこれらの条里

水田によって営農基盤が安定し， 集落も安定した構成がなされたであろうし． これらの社会背景

に支えられて大木戸の大木戸窯跡群では須恵器の生産が行なわれ， 良好な製鉄遺跡として知られ

る山居製鉄跡に見られるような古代製鉄なども必要とされるようになった ものと考えられる。 ま

た， これらと同じに徳江廃寺跡なども知られている。

これ以後， 古代の終焉というよりは中世の幕あけとでもいった文治五年の阿津賀志山合戦が知

られ， この際の遺構をしていまなおその姿をとどめている二重堀跡は， 九州の水域に匹敵する規

模のものであり， 当時の藤原氏が関東の頼朝軍を迎え討っためにどれだけの配備をしたかがしの

ばれる遠跡である。昨年の調査に於いて部分的に明確となった。 この合戦により当地は中村念西

一族（伊達氏）により支配されることになる。 その後， 地頭支配による多くの城館の分布を認め

ることが出来る。 代表的なものとしては， 石母田城， 塚野目城， 藤田城， 山崎城， 金谷館， 森山

餓築館市兵衛館， 沖館などがある。 これらの城館はいづれもその形状を完全にとどめるもの

は皆無に近いが， 現在観察するに， 堀跡， 土塁などの逍構の存在が確認される。 この中で藤田城

の一部昨年調査を夷施した西大枝の金谷館について往時の姿の一端を解明出釆たことはこれら多

くの城館を今後考える上に於いて大きな意義を有するものと思われる。

- 2 -



第2図 遺跡位置図(G印）

第1表 周辺の遺跡一覧表

.呪IL 柑ヽi 名 祢 10 J: Ill iiff迫跡

1 雑ヽi]困敷遺跡 II 川 原 遺 椅

2 束 畑 追 跡 12 堰 下 古 禎

3 芳 ヶ 人迫跡 13 源宗Ill古項

4 ド家老追跡 14 硯石横穴群

5 山の神1iif迫跳 15 I:野台古項

6 日矢米古頃 l 6 神 11/l迫 跡

7 正玄堂迎跡 17 森111古瑣群

8 大消水迎判 18 館の内迫跡

9 ．ー・・ 虫 堀 跡 19 巾ill原迎跡

20 山居羽鉄跡 30 111 m 迫 跡

21 涌水横穴1惇 31 恨／＃ 迎 跡

22 大木戸窯跡 32 ＂ 栢 迫 跡

23 大木戸古Jft群 33 下郡併t(J)越）迫跳

24 遠矢崎逍跡 34 蝦夷塚迫跡

25 ボIU 遺 跡 35 舘 ノ内遺跡

26 玉It,I t菜古JJ't 36 上 郡 遺 跡

27 升の内追跡 37 舟 場 迫 跡

28 山 が 追 跡 38 塚野目古瑣

29 収 場 迫 跡 39 反 畑 迫 跡
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40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

A 

B 

C 

(1 : 50,000：桑折）

（番号・記号は第2屈］に対応する）

徳U: I伐寺跡

鈴 竹 遥 跡

東 ilfJ遺 跡

南林正寺遺跡

矢 ノH遺跡

下入ノ内遥蹄

金 谷 館 跡

屈籾沸．誓役

ヶ 塚野目地区

'， 藤田地区

D 

E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

L 

M 

Ij”9違{9如母 II：n条地＇llil! 

，' 北I 平IIInJ也．1ブ,(
； 

，' 谷地地区

ク 森山地区

ク 席城地 区

，， 大木戸地区

'， 洒大枝地区

'，111崎地l名

ク 米大伎地区

，，IP逹崎地区



第 Il 章 調査経過

第1節 往時の調査

昭和50年以来， 県営ほ場整備事業（伊達西部地区）に関する発掘調査と関連の調査を実施して

来たが， それらの概要については第2 • 3表に示した通りである。 これらの成果について若干述

べておくことにする。

当条里迪構は本県のみならず東北地方有数の規模を有して存在していたが国見町山崎粂里など

一部を残して失われた。しかし， それらの発掘調査によって旧溝や路及び水田などが検出され地下

粂里遺構の存在を明らかにした。 即ち， 地下条里遺構は地表条里遺構とほぼ一致し， 一坪の辺

長が約109mを測り， また平行四辺形状の地割を考古学的に確認している。 一方， 調査所児より現

区画数より上回る規模のものであることも推定された。 また， 微地形や古地図・地籍図・水系調

査なども併せて実施し， 本条里遺構の特色の抽出に努めている。

この他， 二重堀跡（阿津賀志山防築）（古代末）や金谷館跡（戦国時代）の発堀詞査も実施した。

また， 調査中や工事中にも貨重な発見があり， 仏供田遺跡（弥生時代住居跡）， 矢ノ目迎跡（古

墳時代祭祀跡）， そして下入ノ内遺跡（古墳時代住居跡）の調査も同時に行った。 これらの結果に

ついては各年度の調査概報（ I ～旧）や中間的なまとめ（昭和54年度の報告， N とする）の中で
• 1 1~920, 

報告した通りであるが， 伊達西部地区の原始・古代・中世史に新たな資料と課題を提供した。

第2表 伊達西部地区内遺跡の発掘調査

年度

50 

51 

52 

遠 跡 名

条 里 遺 構
（徳iI)

条 里 遠 構
（塚野目）

ぶ
仏

•9

供
く で

田
ん

遺跡

粂 里 遠 構

I 藤 田 I北 半 田
谷地六T目

矢ベ, "' .v, 
ノ目遺跡

地 区 名

国見町
と徳く江え ， I森,り山

や去

（滝川以西）

国兒町
つ

塚
か野のめ

目

国見町
ふ

藤
じ田

桑折町
き北た半ばA

田
fこ

桑折町谷
や

地
ぢろ六く

T
,.，.
目
•)ゞ

固兄町塚野目

調査期間 阻及l 査びf七ll 体当 ·者占

50.12.10 福島楳教委会
-12.23 目焦 吉明

51.10.20 福島県教委会
-11.17 菅原 文也

51.12.14 
-12.18 

52. 6.27 福為県教委会
~7.10 日下部苦己52.7.11 
-7.14 菅原 文也

52.10.19 福島県教委会~10.27 
日下部普己

52.10.31 
-11.2 

-4-

（昭和50年度一昭和54年度）

調 査 H 検 出 遺 構 文献

ぷ鉗 数池 溝跡 (l) 
(JJl打且本）

古 怒 (13) 斎藤 正弘

高倉 敏明 溝 跡 111 

鈴木 臼夫 1141 

橋本 博幸
斎藤 正弘 （工事中発見）住居跡

鈴木 府夫 溝跡 (2) 

橋本 栂幸 溝状遠構 14) 

15) 

溝跡
161 

1151 

（エが中発見）祭祀跡 (2OI 
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年度

53 

54 

遺 跡名

条里遺 構

1石
母田谷地

I伊達崎
上郡・下郡

ひ
日

ぐ暮ら L
遺 跡

だ壇A 之の 二越し
遺跡

蝦え 夷ぞづ塚か
遺 跡

み
南
なみ

林
'JA

正
L•寺うじ遺跡

条里遠 構

I
森山 ・ 大木戸

1高城・西大技
東大枝

＿竺こ 重
え ：か堀

9

跡

L 
下

I．し
入
ヽ 9) のノ•;内

9,遺跡

か
金

な
谷
や

館 跡

地 区 名

国兒町
し
石しヽ母

9,9
田

: 

桑折町谷地 ・ 伊I!.達Aざ
崎

さ

カ上9た郡：：：：が・I
下
LI祁,:::"うり

梁Ill町
ひが東L

大
ゎゎ

枝
ぇ字

t
: 足洗他

国兒町,森.,)山や主(I)・ 9大
バ9木き 戸ど

9
為
•力•

城
矢・ ・1

西
二Lゎ
大
•If
技
え91

梁川町束大枝

国見町森山 ・ ＊＊戸・
西大技

国見町西大技
字下入I内

国見町西大枝
字下金谷

調査期間 潤及査びf主l1
体当者者 調 査員

53.6.19 福島県教委会 鈴木宵夫-6.30 
日下部善己

53.10.2 
-10.20 

53.11.28 
-12.1 

54.6.21 福島県教委会 寺島文隆
~9.14 B下部菩己 石本 弘

応＊ 和夫
大越忠士

54.4.19 菅原文也
~11.20 佐藤博重

鈴鹿八重子
高橋信一

藤間典子
（現高橋）

54.10.13 
~12.21 

第3表 伊達西部条里遺構調査の内容

番号 閾査事項 均査内容・ 打料
ff・ 度 50 51 

1 条 里 区 画調 査
1,000分の 1地形図． 2,560分の 1空中写真．地籍

゜ ゜図，現況写真，丈凪帳，実測

2 灌漑水調査 現況灌漑施設， 写真， 国見町史 ， 委託成果品 ゜ ゜

3 伝承地名古文困古地図調査 委託成果品 ， 地籍図，丈批帳 ， 村絵図 ， 国見町
史，知土の研究

4 微�地形調 査 委託成果品， 現況調査， 写真 ゜ ゜

5 土壌・花粉分析調査 ポーリング調査．花粉分析委託成果品 ゜
（土壌）

6 発 掘 調 査 条里区画線及び坪内区画線上にトレンチを設定
゜ ゜する。遺構検出の場合は拡張する。

7 報 告 苔干IJ行 発掘調査成果・委託成果・地形図他 ？ 

検出遠 構

溝跡

溝跡．竪穴遠構，
水田跡

（試掘調査）
竪穴遠構

（試掘調査）
土坑｛也，盛土保存

溝跡，
土坑

空堀． 土塁
二重堀．一粂堀
一部現状保存，

（調査中発見）
住居跡

濠，土摂 ， 建物
井戸 ， 溝，池他

52 53 54 

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜
（花粉）

゜ ゜ ゜

概
胃 術11 

〔註〕 1,000分の 1 地形図（マイクロフィルムを含む） ． 2,560分の 1 空中写其， 土壌調査資料は福島県農林計画課
（昭和50年当時），石母田地区条里遺構詳細図は． 福島県福島農地事務所提供による。

-8-

文献

(3) 
(7) 

{8} 
1161 
(17J 
(18) 

(4) 

191 
(10) 
(I II 
118) 
119) 

55 

゜

゜

゜

噂
）



第2節 調 査 経 過

1.調査に至る経過

本年度のほ場整備事業地区である森山 I1 区（約40ha)については， 事業着手以前の協議によっ

て記録保存の調査を行うことに決しており， その時期が未決事項であったが， 福島農地事務所と

の協議の結果10月以降（稲刈り後）実施ということになった。

しかし， 本年度は近年稀な異常気候が続き収穫の時期が大幅に遅れたが， 調査は収穫の終了し

た水田を優先的に行うことによって対応した。これによって予定が若干前後する場合も多々あっ

たが止むを得ないことであった。調査員としては， 闘福島県文化センタ ー 遺跡調査課の寺島文隆

文化財主事を迎えて体制を整え， また国見町教育委員会の春日ー憲社会教育係長の尽力により現

場の準備も順調に進行した。なお， 調査は主に条里区画想定線上にトレンチを設定したが， 2X 

10m, 1 XlOm, 1 X20m, 1 X 5 mなどの規模とした。

•2．調査日誌（抄）

昭和55年10月13日（月） 雨 台風19号通過のため現場作業はできず調査地区内を視察した。

10月14日（火） 雨後晴れ 設定予定トレンチの一部杭打ち作業を行ったが， 第23トレンチ付

近はほ場整備事業地区外となるとの土地改良区係長の談により調査地区より除外した。

10月15日（水） 曇後晴れ 器材運搬を行い， また作業上の注意を周知させ第20トレンチA区

より調査に着手した。 次に同B区， 第19, 21, 22トレンチヘと進んだ。 第20トレンチB区で現水

路の脇に溝を確認した。来跡者，福島晨地事務所職員 3名， 菊池利雄町文化財保護審議委員。

10月16日（木） 曇～10月21日（火） 雨 第15トレンチA~C区，16トレンチA·B区 ，

17トレンチを精査したが後半は大雨のため作業ができなかった。来跡者 春日ー憲町社教係長。

10月22日（水） 曇一時雨～10月月27日（月） 曇時・雨 連日の雨で排水に多くの時間を

費した。 第 7トレンチ（地山深い） ～15トレンチ，18トレンチ，24~25トレンチの精査を行った。

第 8 · 9 A, 10, 18, 25の各トレンチで溝を検出し， 第9トレンチB区には攪乱ピットがあった。

10月28日（火） 曇時々雨～10月31日（金） 曇時々雨 第 1 ~ 6 ,  �6, 27, 29, 30~32, 

34, 35の各トレンチの精査を行った結果， 第 2 B, 3 ,  5 A, 26の各トレンチで溝を検出した。

来跡者， 東北福祉大学安田初雄特任教授， 佐藤堅治郎福島市文化財保護審議委員。

11月4日（火） 晴れ～11月 68（木） 曇 各トレンチの掘り込み・精査を行ったが， 第

35トレンチで落ち込み（撹乱）あり。他に現状地割実測（一部）， 全体写真，区画線写真を行い，

作業員には調査成果の説明を行った。また関係者に資料を配布しtご 来跡者， 国学院大学丸茂武

重教授及び学生。11月 6 日器材を福島へ運ぴ6ヶ年に亘る伊達西部地区遺跡の調査は全て終了し

-9-



第 1Il 章 遺構と遺物

第1節 地表条里遺構

今回の調査対象地区は国見町大字森山のうち滝J11と滑川によって挟まれた部分の平地である。

小字名でいえば， 辻東（県道五十沢•国見線の南側）や辻北（同じく北側）を中心とする部分で，

北は堀之内， 南は小牛田， 東は一本柳そして西は宮下付近までである。

村

村

岩
代
国
伊
達
郡
森
山
村
全
圏

明
治
十
六
年
七
月

寸

／
西

木

第5図
・

岩代国伊達郡森山村全図（福島県歴史資料館より） （縮尺1 : 3.1 方位にずれがある）
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当地における条里の坪数は， 木庭や菊池の観察によれば ， 約30坪を数えるが， 各坪内の地内llは

必ずしも 一定はしていない。 その様子については付図などに示す通りである。 この坪割について

1よ， その区画線の交点を付閲中に口tl]で示しているが， その間隔は約109111 (1町） である。 設定

の甚準は， 県道 ．Ii十沢・国兄線（東西方向） とこれに直交する辻北と辻西との境界線（道路） で

西
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河川・水路（堰）

道 路
BM（単位m)
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中

野

目
（
中
世
地
名）

゜

第6図 森山地区（滝｝（［以東）水利図
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ある。 なお， この条里の軸方向はNl.5° Wを示す。

地形的には比較的平坦な地域（藤田面上）であるが， 東には滑川の谷が観察され ， 字一本柳の

東付近にも小さな谷が見られ， 粂里線が乱れている。 このことは滝川沿岸でも同様である。

次に水利灌漑について述べておくことにする。 五千分の一の地形図によって主な道路と水路を

示したのが第6図である。 これによって流水は西から束へ， 北から南へと進んでいることが知ら

れ， 滝JIIや滑川が大きな役割を果していることがわかる。即ち取水地として滝川が国道4号線と

交叉する地点（矢印1)， 滑川岸の石戸内地内（矢印2)を掲げることができる。またこの滑）llへ

は西根上堰よりも水が落とされており（矢印3)， 本堰の役目も極めて大きい。 しかし． これは

近世以降のものであり， それ以前の森山地区の水利灌漑を考える場合前二者の水（即ち下郷堰と

本郷堰）や涌水湧水（涌水川）の役割が非常に大きいのである。 この他に館の濠や溜池も見のが

せない灌漑水といえよう。

さて， 以上の地表条里区画（坪）線上に主としてトレンチを設定して調査を行った。 トレンチ

は ， 1 ~35まであるが， A~D区に細分したところもある。 以下検出した遺構と迪物についての

所見を述ぺることにする。

なお， 伊達西部条里遺構の主要部については， 航空写真を掲載したので参照されたい。

第2節 溝 • その他

地下遠構としての溝は， 5 A, 8, 9 A, 10, 18, 20 B, 25, 26の各トレンチで検出されてい

る。 これらは比較的大規模のものと小規模のものに分類できる。 以下に各溝の調査所見や比較的

多くの遠物を出土した第11トレンチについて述べて行くことにする。（付図， 第7~9図）

1. 第5トレンチA区 （第7図）

本トレンチは， 字笹谷の西東に走るー水路が鉤形になっている部分(f-V)の水路の変化を調

査するために南北方向に設定したものである。現水田面より約40~46cmで黄茶褐色の所謂地山に

達する。 トレンチの北側の地山面で． 幅約3.4~4.0mを測る黒褐色土を呈する落ち込みを検出し

た。 この落ち込みを掘り込んだ結果，上端幅3.4~4.0m, 下端幅l.8~2.6mで， 深さ約80cmを測

る断面皿状の溝が検出された。溝の法面の傾斜角は約45~50度である。溝の底面より約38cm上ま

でグライ化した部分を認めることが出来る。溝の底面は若干東に傾斜しているもののほぼ平坦で

ある。 この底面より流木が出土している。 この流木の幅は約15~20cm前後を測る断面不整円形を

呈するものである。 他に出土した遺物は， 土師器甕形土器破片1点のみである。 以上のことより

従来水路は東側部分の水路が西に延長するような線上にあり． 後世に北側に鉤形に流路が変更さ

れたことが判明した。
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第7図 遺構図(1)



2. 第 8 トレンチ （第7 同）

本トレンチは， 字沖東の水田区画が整然としない部分に， 東西の条里区画想定線(p-g)に

直交するように設定した。本トレンチでは現水田面下約18~20cmで黄褐色土の所謂地山面に達す

る。 トレンチの南側部分の地山面に幅1.08~1.3Zmを測る黒茶褐色土の落ち込みが検出された。

この落ち込みを掘り込んで行くと上端幅約l.08~1.3Zm, 下端幅約28~48cmを測る断面皿状を呈

する。 深さは確認面より約20~40cmを測る。 トレンチの中央よりやや南寄りに検出されたことに

なり， 溝は束流することが判明した。法面の傾斜角は約45~48度を測る。 遠物の出土は認められ

なかった。

3. 第 9 トレンチ A 区 （第 図）

9 -hライン東に設定した1X48.5mの東西トレンチで西20mをA区， その東部分をB区とし

た。 字名でいえば辻北の北端部に当るが， このうちA区内に南北に走る2ヶ所の落ち込みを検出

した。一つは溝であるが他の一つは不明である。 その規模は， 上端幅7.lcm，下端幅15cmで底は鍋

底状で深さは26cmである。堆積は自然状態を示しているが， 埋土はしまりのある粘土層である。

出土遺物としては， 陶器（揺鉢） 1, 磁器(J宛） 1であるが， いずれも第1層出土である。

この溝は， g- hライン上にある現水路に比べて若干小規模であるが， 何らかの形でこれに関

係した時期があるものと考えられる。

4. 第10トレンチ （第8 図）

q-hライン上に設定した 1 X20.5mの南北トレンチで， 字辻北の中央よりやや西に寄った地点

に位置する。中央の畦畔付近に溝を検出し， その規模は， 上端幅55cm, 下端幅20cm, 深さ15cmで

断面は皿状を呈する。 これによってq-hライン上にかつて水路が存在していたことが想定され

た。出土遺物は陶器l点である。これは最近金谷館や多賀城跡などで検出されているものに類似

している。

5. 第11 トレンチ （付図）

本トレンチは， 字辻北地区のg-hラインの水路が南流するかどうか確認するためq-hライ

ンに平行して束西に設定したものである。 その結果若干グライ化した部分を認め得たが， 水路と

しては不明確なものであった。現水田面より約20cmで地山（確認面）に達する。このトレンチ内

より， 今回の調査においては比較的多量な遺物の出土を見た。遺物は第2層より出土しており，

トレンチのほぼ東半に集中して出土している。 須恵器（甕破片 5点）と陶磁器片3点を数える。

須恵器は表面に平行叩き目と裏面には当て道具の跡が認められるものである。 ほとんどのものは

磨滅している。陶磁器片は施釉されたものであり， 器形は婉形を呈するものと思われる。中には

内面に窯道具の 「トチ」の痕跡を残すものも認められる。
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6. 第18トレンチ （第 8図）

j - Kライン上に設定した1 X20rnの東西トレンチで， 字辻東の中央より南に位證する。 ここ

で南北に走る大きな溝が検出されたが， その規模は上端幅2.88111, 下端輻1.28m, 深さ78cmを計

り， 浙面は逆台形状を呈する。 法面付近には黒色土のベルトが見られ， 底部はグライ化しており，

中位以上は人工的埋土と考えられる。 出土遣物はない。

7 ， 第20トレンチB区 （第9図）

k - 1ライン上に設定した1 X20.5mの束西トレンチで， 字壇之前と字小牛田の接線上に位股

する。 現水路に接して旧ぃ溝が検出されたが， 半分のみの調査である。 深さは68cmで法面は上半

がやや緩やかで下半は急である。埋土は下半がグライ化しているが人工的埋土と考えられる。 古

老の話しでは昭和に入ってから（戦後か？）埋めたという。 出土造物はない。 以上の2 つのトレ

ンチの所見によって， ,i-1ライン上の水『各の存在が明瞭となった。

8. 第25トレンチ （第9図）

本トレンチは， 字寺前のv-oラインに直交するようにほぼ南北に設定したものである。 現水

田面より約14~18cmの深さで黄茶褐色の地山に達する。 この確紹面の南端部分に黒灰茶褐色土の

帯状の落ち込みが認められた。 この帯状の落ち込みを掘り込んで行くと， 上端幅約1.28m, 下端

輻約88cm, 深さ約42cmを測る溝状を足することが判明した。 この遺構の1折面形は諸薬研状を呈す

るものである。 溝の法面の傾斜は， 北法が35度， 南法60度を測る。 実際の堀形は現数値よりは縮

少していたと考えられる。 この溝の流路は東方である。 平トレンチの出土逍物を見ると， 白色の

緻密な胎土の陶磁僻片（婉？）で内面に半透明の白色釉を施した破片と茶褐色の胎土で内面に細

かい多くの筋目をつけた比較的新しいタイプの揺鉢の破片が出土しているのみで造構と関連する

と認められるものではない。

9. 第26トレンチ （第9図）

本）、レンチは， 字寺前と沖にわたる地区の口 ～ Vの粂里想定線と現水路とのズレを確認するた

めに南北に設定したものである。 この地域も他の地域と同様現水田面より約24cmで確認面に達す

る。 トレンチの南半部には現在水路が束流している。 この水路は現在上端幅約13.0m, 下端幅約

28-44cm, 深さ約 64cmを測る比較的小規模な水路である。 調査の結果はこの水路の北側の水田部

分においても南に落ち込む落ち込みが確認されていることから従来この水路は上端幅約2.48m,

下端輻約1.42m, 深さ約1.00mを測るl析面諸薬研を呈する水路であったろうことが推測される。

水路の輻が違うが第25トレンチで確認した水路跡の位臨とほぼ一線上にあることは注目して良い。

出土追物を兄ると， 第1 · 2陪より荼色の鉄釉（？）と思われるものを施した陶磁器片と灰白色の

緻密な胎土の陶磁器片（半透明の施釉） の出土が認められる。 この他に土師器（甕）破片1点が

出土している。 これらの遺物はいづれも遺構との関連は認められるものではない。
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（平面図） （断面図）

1． 茶褐色土（9#作土、 L-1 、 L-2を併せた）
2a．黒茶褐色土（粒子細く 、 しまり粘性ともにある。 酪化鉄を含む）
2b．黒灰茶褐色土（粒子細く．しまり粘性ともにある。aより黒色土を多く含む）
3a黄灰茶褐色土（酸化鉄を多く含んだ粒土）
3b黄灰色土（灰白色粘土に砂質土が混じり、 酸化訣を含む。底面に砂が多い）

第9図 遺構図 (3) 



第3節 その他の遺物

以上に述べた各トレンチ以外からも幾つかの遺物が出土している。 それらは第 4表に示してあ

る通りであるが， 土師器， 須恵器， 陶磁器の破片や， 石板， 弾丸(?)そして石片などである。 こ れ

らは， ほとんどが第 1層（耕作土）や第 2層（すき床）付近より出土したものである。時期的に

も古代～現代までに及んでいる（第'10図）。

トレンチ別にその全体類を示すと以下の通りである（前出のものを除く）。 第1トレンチA区(1),

第 2 トレンチA区(3).同B 区(1)・同C 区(2)， 第6トレンチA区(1)， 第7トレンチA区(1)， 第12ト

レンチA区(2)， 第13トレンチA 区(7)・同B 区(1)・同C 区(1)， 第15トレンチA 区(1) ・ 同B 区(1).同

c 区(1) ・ 同 D区(2)， 第16トレンチA 区(2)・同 B 区(1)， 第17トレンチ(1)， 第27トレンチ(5)， 第28ト

レンチ(1)， 第29トレンチ(1)， 第32トレンチ(2)， 第33トレンチ(4)， 第34トレンチ(8)， 第35トレンチ

(4)， 表面採集(8)， 不明(1)。

全体として遠物の出土数が少なく， いずれも小片で磨滅の激しいものが多いためにその内容を

良くは握しにくいものが多いのは残念である。第1次～第5次における調査においても同様のこ

とがあり， 条里水田の調査の雅しさがこの点にもあることが知られる。

第 4 表 出土遺物一覧表

町1b tむ1名 地区遺構 層i!!. 色 悶 1.W（c.l 部 分 1t11 察 そ の 他 図 No 写兵No外 涌 内 而
I 関沿 （央） l Aトレンチ L-1 赤紫fIlk 暗赤紫1天 0.8 胴 部 ロクロ． 内面に降灰痕（？｝あり 10-10 

2 ，'（鉢？） ク ', 赤 褐IIf IA 褐 1.6 “ ロクロ ． 外面に不定形の波文（指痕？）あり

3 紐�.�()I\!?) み ． i,IK・行の文ti 紫F1 9反 0.6 ク ログロ ． 外而薄冑の染f寸 "―14 

4 石板 ＊ ウ 焦 黙 0.4 上 部 スリット（使用痕あり）内・クト面とも

5 紐？；； 令 ク 行 灰 i!f Iii 0.35 ,� 部 内・外面とも計灰色稚． 貫入が認められる

6 囚？，! 2Aトレン＋ ． 黄 }k 灰 胡褐•II諏Iii 0 7 ケ 0 クロ， 内外面とも貨褐I�の柚， 断面は赤茶色

7 + ” ク 暗 黒／氏 暗 焦 灰 0.68 ク 暗緑の柚， rr入を認める

8 不 叫 . 令 黄 灰 褐 貨 灰 褐 0.7 ＾ 府減が漱しい

， 困沿 2Bトレンチ L-2 赤 褐 黄 褐 1_15 底 部 ロクロ ． 胎土に砂拉を含む． 焼成不良

ID ♦ 2Cトレンチ ク 雌 黄 粒 暗 黄 杜 0,62 胴 部 No7 Iこ類似する

JI ク（�?) ケ ク 暗 灰IIt 灰 0.9 口柑部 外面にアテ道具痕あり ． 内面に比灰の印杯？ 10-6 

12 紐沿(Jlll) 6 Aトレンチ L-1 nI£•他a勁L 1/1�·//Q以：ll 0.6 底 部 内面＂色の染（す， 胎土・焼成良好 10-18 'Vl-13 

13 陶1;;（椛沐） 7Aトレンチ L-2 紫 凩 褐 紫 黒 褐 0.72 開 部 クシ目の交叉部 10-12 11-11 

14 砲1:i (Iii!) 9Aトレンチ L-1 象よ 灰 柑 灰 0.55 底 部 内外面にI�灰の精， 貫入を認める ． 0 クロ 10-19 W-t6 

15 囚沿（ぱ鉢） み ク 赤 褐赤 褐 I 15 !/•1部 焼成不良， クシ目6本まで罪認 10-13 \')-12 

16 々 （／宛） IOAトレンチ L-1 冑 灰fIIA•和岱l 0.65 庇 祁
内III外L．1町ロ91幻クの[J.釉．1りI

IPn’し頁 I1；『人卜 ．＋
で
尉

も
ヽ．
1
？
11.;
やm

_;
�
L
'てt9削訂

い
域’ろ) 10-20 VI-20 

17 ク IIAトレンチ L-2 黄r-1灰 黒 1.0 刷 部 ・内面に段あり

18 ． ' ，' 暗紫褐・灰 舷 灰 0.62 ク 内外而に柚

19 ', （渠l ． ケ 9紺/1) t.・I:J�（1-憤
輝練 茶褐·枯 0 65 口籍部 内外面茶や籍の柚
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賓料名 地区遺情 層 位
色 ぶり

割�lo,I 部 分 観 吹 そ の 他 閃 No 写nNo演い 外 而 内 面

20 須恵店（壼） llAトレンチ L-2 暗 灰 暗 灰 1.15 胴 部 外面〇クo,一部タクキ．内面ロク0、指痕 10- 1 "― 6 

21 ク ク ケ Iii・杖土f寸楕 ウ 0.85 ， ロクロ I0-2 

22 ． ク 灰 ‘ 1. 05 ク 10- 3 \ll 一 5

23 • （甕） ゥ ,， 名 令 1.60 々 外面タタキ． 内面アテ迫具痕 10- 4 

24 土闇匹 ？ 12Aトレンチ L- 1  晴 褐 黒 0 80 ． 店減が漱しい

25 阻1.'i ケ ， 昭 埠褐 昭 !I.I褐 0.30 ', 内外面積

26 今 （甕） 13Aトレンチ ケ 黒 灰 黄 灰 1.19 ク ロクロ ． 外面口悶1天の判 10-l! 

27 磁i.1 ＾ 々 1'1青 灰 白 肖 灰 0.30 み 内外面釉

唸 陶磁沿（瑶） '， . 緑 灰 枯 灰 0.32 底 部 窪茫•卜 叫謀防：蹄麦混める，n,1 � :1•, I0-21 VI-i8 

29 ？ 令 ‘ 白 白 0.60 口籍部 冑滅が激しい

30 紐1.'I ', L- 2  (1に ，W攻様 ク 0.20 即 部 青の染付

31 ', . ． 煎I事n対＇ 育 Iii. 0.42 口樟部 淡青の染付

32 ． ク ． 白 白 0.22 夕 焼成良好

33 ク 14 Bトレンチ L-1 暗緑灰 暗9桑Iii. 0,48 胴 祁 暗Uの釉． l't入あり ． ロクロ恨

3i ク 14Cトレンチ ケ 昂 暗 乳 灰 0.31 今 〇クロ釈

35 土師岱 15Aトレンチ I 層 黄 褐 訊 0.56 庇 部 l6滅が激しい 10-22 

36 囚沿（襦鉢J 15Bトレンチ L- 2  茶 褐 仄 茶 褐 0 92 II�部 ロクロ我 クシ目7木まで確認 10-14 '11- 8· 

37 ヶ（壺？） l5Cトレンチ ． 緑 灰 明 褐 0.37 口い部 内面柏． 0クロ痕

38 須恵．沿 15Dトレンチ ． 暗 灰 Iii. 0.81 9卜1部 外面タタキ 10-5 

39 磁器 U宛） ク ケ 紺 灰 枯 灰 0.50 底 部 ロクロ痕．内外面柏•l't入あり ． n1Jり出し麻台 10-23 111-19 

40 ク 16Aトレンチ L-1 Hl:l請の渾 白 0.73 胴 部 外面絵柄あり

41 関i.';（福鉢） ク L-Z 暗 凩褐 暗 凩 褐 0. 78 ケ ロクロ痕， クシ目4本まで侑認 10-15 V[一7

42 ♦ (.) 16Bトレンチ• L- 1  赤 紫 褐 赤 褐 0,87 ＊ クシ目II本まで確認 10-16 "― 9 

43 ク )7 トレンチ ィ 暗 黄 緑 時 黄松 0.81 ウ 内外ilii釉

44 ，'（ぱ鉢） 25Aトレンチ . 茶 褐 睛 茶 褐 1.13 ク ＾ クシ目8＊まで確認 10-17 "―10 

45 ． (I宛） ク ', 乳 白 乳 白 0.60 庇 部 内外面粒．削り/11し高台． ロクロ頂 10-24 VI-21 

46 ', ’ ． L- 2  暗 武tゑ 晴 黄 粒 0.52 胴 郎 内外面積

47 . 26Aトレンチ L -1.2 明 黄褐 黄 褐 1.37 ケ 店滅が激しい

48 磁匹 ケ ク 晴 茶 渇 暗 茶 褐 0.42 ． ロクロ痕． 内外而釉

49 ゥ ク ケ 灰 白 灰 白 0.46 々 ク ” 

50 ． 27Aトレンチ L-1 明 籍Iii. 明 粒 灰 0.42 ク 内外面釉． I＇［入あり

51 ', ” 今 印：年U 臼 0 38 . 外面絵柄（型か）

52 ． ク ． 煤 凩 0.65 + 内外面柚

53 ク 令 L-2 I紆化：Iiiの文tl 灰 8 0.68 ク 外面染付

54 土師岱 今 ', 貨 褐 褐 0.36 ‘ 内減が漱しい

55 陶磁1.'i 28Aトレンチ ’ /I.I 駄 用 絃 0.75 ク 内外面枯・l't入あり ． ロクロ痕

56 須患＆1 29Aトレンチ L-1 灰 灰 0.58 ． 内面アテ道共紺 10- 9 

57 磁四 (l宛） 32Aトレンチ L- 2  郎1清の文様 w 灰 0.80 口柑部 外面染付 10-25 ;VI-15 

58 困t1 ク ', 責 灰 青 灰 0.65 ク 内外面柏

- 19 -



n9料] 沢料名 地区退構 層 位
色 ぷl

四l'f.(anl 郎 分 観 弁 そ の 他� 図 No 写真No外 面 内 ifii

59 磁四 33Aトレンチ L-1 (1に青の文横 flに1'1の文様 0. 4 9 胴 部 内外面染i寸

60 関岱 ． ル 灰 黄 緑 暗 貨 粒 0.68 ク 内夕�ilii釉． 肝津か？

61 ケ . k「-1に青の文様 尉II：界の文h 0.32 口籍部

62 磁1.1 34Aトレンチ ^’ (I屈：：如情物 Fl m o.3o 胴 部 ロクロ磁外面に茶色の斑点（枯土粒）多牧

63 N召rfり沐？I ウ ク 暗 冑II< 睛 rt If. 0.68 庇 ：積 麻部に布痕あり（型か） 10-26 W-17 

“ 磁沿 . ケ 白 白 0.29 U4部 ログロ艇

65 ウ ク ', ru:nの文様 明 m o.as ． ク ．槌柚後に絵を付けている

66 ． ウ ＾ 乳 灰 孔 Iii; 0.42 ウ 内外面釉

67 弾九{?I ', ク 白 白 1.30 全 体 パチンコ玉状

68 須恵沿 ． J
3
A色吊ゴ： 灰 灰 0.92 胴 部 外ifiiタタ、キ JO- 7 

69 土師沿（安） ウ ク (-1 褐 凩 0.52 1_1柑部 外面タタキ ． 隕減が激しい。

70 磁四 35Aトレンチ L-1 陥 凩 褐 暗：R褐 0.55 ‘ 内クt ilii釉

71 陶苗 . 令 n,i褐に「1の文ll Il,i褐I:(Iの文i』 0.45 胴 部 ケ

?2 須甕召 ウ ， 灰 暗 灰 0.79 ， クHiliiクタキ， 内面アテ逍具痕 10- 8 

73 磁召 ク L-2 1111絲 灰 PI!緑 灰 0.30 口松祁 内外面釉， 11入あり

74 陶四 表 採 赤 褐IIf黒 掲 1.15 底 部 〇クロ痕

75 ク ク 峠 茶 褐 蹄 黄 粒 0.71 胴 部 内外面柚

76 ク ． 冑 灰 IL Iii 0.58 ni心部 ． 

77 磁召 ク 日l嗜岱し匁晨 Hに加ぼ札文樟 0.42 胴 掃 ロクロ艇

78 ク ． nI£:：,7の文ll 白 l:li 0.58 ク ,， ・クト面染f寸

79 土P9?.1（聾） ク i＼ ・ 灰褐 灰 褐 0.73 ケ 外面ケズリ． 胎土1こ紗粒を含む

80 磁器 今 泉ぷ 貨 Iii. 0.46 ケ 内外面釉

81 ？ ウ 灰 灰 0.40 ． ？ 

82 磁?,1 不 JlJI 白 白 0.37 々 内外面釉

83 石 ・ 如J片 33Aトレンチ L-1 茶 茶 0.40 
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第W章 総 括

第1節 遺構・遺物について

今回の調査によって検出した遺構は溝が8条であるが， これらはいずれも粂里区画想定線上に

ほぼ一致するものであり， 特に第18及び第208トレンチ検出のそれは大型で中心的水路と考えら

れるものである。同様の例は， 昭和52年度に実施した藤田地区内第25 トレンチでも見られ地下粂

里区画の一面を示すものと考えられる。 一方， その他の溝も各想定ライン上にあり設定したライ

ンが粂里区画に合致するものであるとの印象を強く持つことができた。 しかし， その遺構として

の性格上， 年代決定は極めて困難である。特に時代を限定しうる資料の検出を見ることができず，

結果としては年代不明とならざるを得ないのは残念である。 とはいえ， 付近に中期～後期古墳時

代の群集墳， 祭祀遺跡や簗落跡があり開発は順調な歩みを遂げていたことを知ることができる。

そして， 古代の徳江廃寺跡の存在も当地の生産力の高さを示す傍証とすることができよう。

さて， 出土遺物としては， 土師器， 須恵器， 陶器， 磁器， 石片， 石板，弾丸(?)などがあるが遺

構に関連するものがほとんどなくいずれも第1~2層出土で磨滅の激しいものである。 土師器を

見ると主としてロクロ使用のものであるが磨滅が大で［析定はしにくい。 須恵器は外面タタキ， 内

面アテ道具痕のあるものが多いが， ロクロ目を残す壺状のものもある。陶器や磁器としては，鉢，

播鉢， 甕，｝宛などがあるが， 描鉢にはクシ目（エ具）間に空白部を持つ古手のものと目が密で整

然とした新手のものとが存在している。 全体としては釉薬の施されたものが多いが， 最近県北地

方でよく報告される乳白色釉（貫入あり）を有している資料もあり， その位臨づけが問題点の一

つである。特に本県においては， 古い時期の相馬焼の解明（集収・検討）が急務のようである。

いずれにしてもこれらは少なくとも奈良時代から現代までの資料の混在であり， 付近の粂里水

田がこの時間的流れの中で機能したことは理解できる。

トレンチによる調査という限定された方法によるために得られる情報も自ら限られるのは止む

を得ないが， やはり時期決定のできる遺構を検出するように努めなければならないだろう。

第2節 遺跡につい て

当遺跡については， 6次に亘る発掘調査を実施したわけであるが， その主たる遺構は溝と畦畔

（水田）跡である。 これによって地下粂里遺構の存在をいくらか証明することができたようであ

る。 ただ， 莫大な面積を対象とするために十分検討できない部分もあったが， これらについては

地形学や文献史学の分野よりの助力を得ることができたことは幸いであった。

- 22 -



さて，森山地区の開発は森山古墳群の被葬者たち (7世紀末～8世紀前半）によって大きく進展した

と思われるが，それが方形地割（条里水田）という形をとったのはいつかという点については断定しに

くい。森山古墳群以前（あるいは併行）に塚野目古墳群という一大古墳群の存在や下入ノ内遺跡・矢ノ

目遺跡・反畑遺跡なども知られ，付近一帯の開発が急速に進展したことを想像させる。即ち膜業生産

カ（キ耕地面積・人口）の着実な進展こそが，これら大古墳群や集落跡を支えたものであり，やはり森

山古墳群の被葬者たちとそれに係わる人々（班田農民その他）によって森山条里は造成されたものと考

えたい。その大きな生産力と生産関係の相乗作用とでもいうべきものが本粂里水田を結果したのであろうか。

ところで， 本県内の条里 遺構は河川や海岸付近の低地に存在していたことが県内研究者の努力

によって知られている。佐藤堅治郎氏は全県的な粂里分布の紹介をされているし， 鈴木貞夫氏は

浜通り地方の条里研究を重ねられ， 一方県北地方においては菊池利雄氏の研究や近年の木庭元晴

氏の研究がある。 また会津地方では高橋富雄氏が門田条里 の紹介をされている。 その発掘調査も

大熊町熊川六丁目と西会津町尾野本で実施されている。 これらの中で筆者自身が接することが出

来た遮構について若干述ぺておくことにする。会津若松市門田町中野周辺の遺構については，2,500
（注I)

分の 1 地形図や空中写真に接する機会を得， ま た別に一ノ堰付近を若干踏査することが でき たが，

みごとな方形地割の連続であり， 灌漑水路としての一ノ堰も優れた作りである。 ただ計測等はで

きな かったのでその具体的内容についてはわからない。 会津（盆地）の農業生産力などを考える

上で重要な課題を内包しており今後の研究の進展が待たれる。西会津町尾野本の 遺構については
(I£3) 

1,000分の1地形図や空中写真・字限図に接することがあったが東西・南北方向の大水路が観察

できその周辺に一の坪， 二の坪， 三の坪の地名が残っている。 地割はかなり乱れているがこの大

水路を手懸りにして本遺構の内容吟味が成されるだろうという感想をもった。 大熊町熊川六丁目
r均）

の追構については現地踏査の機会があり， これもみごとな方形地割であった。 ただ規模が若干小

さく， 周辺地区の検討が今後の課題といえるのは報告者が述べている通りである。

以上， 県内遺構のいくつかを紹介したが， 現在知られている内で伊達西部条里避構の規模は莫

大 である。 これに相当するのは石城地方や会津盆地であろうかと思うが， これも前者同様その大

判は失れてしまった。 本県内条里（想定）遺構の復元的研究の進展が 一層望まれる。

そして今後は，条里それ自体の 検討もさることながら古墳時代遺跡及び古代地方官街跡・媒落

跡研究と 一体化し た検討が必要であろうと思う。 この観点（生産基盤）を欠いた論議にならない

よう， 総合的な研究を願うものである。 以上当地区の発掘調査は本年度をもって終了した。 長期

に亘り御援助下さった関係機関や地元の多くの方々に感謝を申し上げ， また伊達西部地区の今後

の発展を祈って本報告を終えたい。

（註） 1． 会津若松市教育委員会 小滝利意氏の御配慮による。
2． 西会津町公民館の御配慮による。
3. 大熊町教育委員会の御配慮による。
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資 料 伊達西部地区土壌調査

この調査は， 昭和50年度以前に福島県農林計画課（当時）がその所属職員をもって実施したも

のであるが， 当条里逍構研究に関する碁礎資料として福島県教育庁文化課に提供（昭和50年3月

11日）されたものである。

調査は， 5haに1地点の割合で， 各点深度100cmまでの範囲で行い柱状図に表している。 その
08i 

地点及び柱状図は第11 · 12図の通りである。 なお柱状図の略号の意は次の通りである。

重埴土(He)， 砂質埴土(Sc)， 軽埴土（Lic)， シルト質埴土（Sic)， 砂質埴壌土(ScL),

埴壌土(cL)， シルト質埴壌土(SicL)， 壌質砂土(Ls)， 砂壌土(SL)， 壊土(L)， シルト質

壌土(SiL)， 砂土(S)， グライ土壌(G)。

伊達西部地区土壌調査地点1 ~62（薔号は柱状図と対応する） （桑折図葉 1; 50,000) 

,. 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 可 21 22. 23 24 25 26 

27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

40 41 42 43 44 45- 46 47 48. 49 -SO 51 52 

53 54 55 56 57 58 -59 商 61 62 
100cm 

第12図 伊達西部地区土壌調査柱状図 (1~62地点）
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参 考 森 山 条 里

森山粂里遺構は， 森山丘稜（上野原）の南に広がる瀧川と滑川によって画された平地上に位岡

し， 古来中央部の粂里迪構地は本郷と呼ばれ， 西部の神明部落は下郷と呼ばれた。

この粂里の泄漑は瀧）iiと滑川及びこの村の北東部西大窪村（大木戸村）との境にある涌水によ

ってまかなわれてきた。瀧川の用水は石母田， 藤田村との境界付近から揚水する下郷（神明）堰

によって， 主としてこの村西部の条里から除かれた水田とその東部に広がる条里水田の一部を澗

している。

滑川は上流地の石母田束部の粂里を澗した用水が流れてきて， これを石戸内で楊水した本郷堰

によって条里水田に灌漑されている。涌水からの豊富な湧水は， 元禄の 「森山村明細1p長」によれ

ば， 昼二十日と晩三十日は森山村の水田に， 昼十日は西大窪村の水田に灌漑され， 森山村に優先

的な利用が認められていた。

現在この涌水からの灌漑面積は滑）1|左岸の水田五町歩ほどであるが， 西根堰開発後も用水が不

足する時は， 滑川を樋越して本郷の水田溝渠へ分注されて三十町歩の水田を澗したと言われる。

森山条里の坪数は元木付近の分布が詳らかでないが， 約30坪に達し北部の迪構はよく保存され

ている。 森山村の歳業開発は弥生時代， 涌水や滑）11沿いの低湿地に始まり， 次第に台地上に及ん

でいったものとみられる。 森山条里が広がる平地を見おろす．r．野丘陵南斜面には森山古墳群があ

り ， この古墳の被葬者たちも条里施行前における森山の水田開発に大きな役割をはたした梨族で

あろう。

中世の森山に伊達氏に従って森山館に入部した富塚氏は， 深い広大な館濠の水を軍事的な防備

に用いるとともに， 湘漑水の不足する時は館前に広がる所領である条里迎構水田の用水にあてら

れていたと考えられる。

森山粂里の中央部付近の八斗蒔は， 中世頃には灌潤水がここ迄達しなくなり， 直播田（蒔田）

となった名残を伝える地名であろう。 条里と関連する地名は見あたらないが， 田中内， 石戸内や

元木は中世の在家地名である。 近世の初め米沢藩によって摺上川から揚水する西根上堰の開発は

森山村の灌漑水の不足から蒔田や荒廃した条里迫構に水田が復活し， さらに瀧川から新田堰が掘

られて， 条里迎構の南部に森山新田が開発されるに至った。

※本論は， 菊池利雄氏著 「伊逹西部条里遠構に関する地名・古地図等の調査一i載漑水よりみた伊達郡西根の

条里と1}月発」 r福島県文化財調査報告苔』第82集（昭禾055年3月）よりの抜枠である。 なお， 本論中の記

載地名の位限等については， 上記文献及び本掛第皿章中の第6図を参照されたい。（編者注記）
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付 章 I 矢ノ目遺跡出土の石製模造品（補）

矢ノ目迫跡は， 福島県伊達郡国見町大字塚野目字矢ノ目に所在した古墳時代の祭祀跡である。

その大方については 「矢ノ目迫跡出土遺物」（福島県文化財調森報告密 第82狐所収 II召禾Il55年3

月）の中で紹介したが， 紙数の関係で掲載できなかった図面があったのでここに絡録すること（こ

した。 資料を分散的に提示することは私どもの本意ではないが種々の事梢がありItむを得ないこ

とと思っている。 御容謝を頻いたい。

さて， ここに示した表はすでに発表ずみのものであるが， 図を提示するに当り再録するもので

ある。 またこの図をもって当遺跡の資料はほぼ出そろったことになるが若干未提示のものもある。

これらについては福島県教育庁文化課が管理しているので活ITIされたい。

なお， 掲載図の作成はほぼ昨年度で終了していたものであり ， 整理には文化課の担当職員の他

に， 現在（財）福島県文化センタ ー に勤務する ， 高橋信一 ， 橋本薄幸 ， 寺島文除の各氏及び大月弘

美女史らの手を煩わしていることを明記する。

第5表 石製模造品一 覧表 （剣 形）

No 遺物No 長径(cm) 短径(cm) 原さ(cm) 煎凪(g) 穿孔 孔径(cm) Iii No 価 考

1 2 6.92 1.31 0.94 23.9 1 0.15 13- 1 
2 3 7.30 2.68 0.65 16.5 1 0.18 2 
3 4 6.48 2.65 0.99 20.9 I 0. 4 0 3 
4 5 7.50 2.20 0.89 17.9 l 0.18 4 
5 6 6.08 2.57 〇.77 14.1 1 0.44 5 
6 7 6.36 2.96 0.67 16.6 l 孔なし 6 
7 8 4.11 1.89 0.63 4.8 l ，， 7 
8 ， 7. 4 4 1. 91 0.75 14.9 1 0.18 8 
， 11 4.65 2.19 0.89 9.6 1 0.24 ， 

IO 12 3.41 1.61 0.56 3.4 1 0.22 10 
11 13 3.59 1.18 0.47 2.3 1 ("9 、

1
I4 (\ 11 

12 14 2.68 1.23 0.51 1. 75 I 0.16 12 
13 15 4.29 l. 71 0.59 5.4 1 0.15 13 
14 16 5.31 2.29 0.53 7.4 1 0.20 14 
15 17 3.64 1.54 0.64 4.7 l 0.18 15 
16 18 3.56 2.02 0.63 7.5 l 0.16 16 両面共に平

17 19 4.80 2.77 0.74 13.4 1 0.18 17 
18 20 3.54 1.35 0.49 2.5 1 11.,1 18 fl. 1 2 

19 21 3.95 2.06 0.66 6.4 1 0.21 19 
20 22 3.64 1. 73 0.55 3.8 1 0.19 20 
21 23 3.88 1.84 0.59 5.1 l 0.3 21 両iroに鉛

22 24 3. 12 1. 70 0.44 3.1 不明 孔なし 22 
23 25 4.36 1. 94 0.51 5.3 1 0.25 23 
24 26 4.76 2.11 0.65 6.7 1 0.15 24 
25 27 8.88 3.32 〇.85 28.2 1 0.2 25 
26 28 3.83 1.80 0.63 4.9 1 9) ． 8t) 26 11.16 
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No 遺物No 長径(cm) 短径 (cm) i括さ(cm) 狙．｝i:t(g) 穿孔 孔径 (cm) 図 No 佃i 考

27 29 4.92 2.42 0.78 11.1 l 0.17 13-27 両面に鉛
28 30 5.87 2,98 〇.86 17.4 1 0.17 28 

29 34 5.52 2.05 0.63 8.7 1 0.20 29 

30 35 4.45 1.85 0.56 5.3 1 0.19 30 

31 36 5.22 2.34 0.78 11. 9 1 0.19 31 

32 37 4.44 1.45 0.52 2.9 l 0.09 32 

33 38 4.65 2.64 1.02 14.7 1 0.225 33 

34 39 5.88 2.05 0.81 12.4 1 
() ． 35 34 (） ． 24 

35 40 4.82 2.34 0.77 10.0 l 0.16 35 

36 41 5.38 1.94 0.76 10.4 1 0.18 36 

37 42 4.64 2.09 0. 73 9.3 1 0.18 37 

38 43 4.72 2.29 0. 73 8.6 l 0.16 38 

39 44 5.58 1.72 0.69 7.5 1 0.12 39 

40 45 3.84 1.68 0.58 4.5 1 0. 18 14-1 

41 46 3.54 1.43 0.69 3.1 1 0.225 2 両面に鉛
42 47 4.32 1.97 1.61 6.1 1 0.20 3 

43 48 4.19 1.87 0.74 6.9 1 0.25 4 

44 76 7.04 2.29 1.12 25.6 1 0.20 5 両面に第
45 77 4.13 1.88 0.65 5.8 1 0.24 6 

46 78 4.31 1.94 0.59 6.3 1 0.22 7 

47 79 5.21 2.28 0.87 11. 9 1 0.18 8 

48 80 4.17 1. 75 0.53 5.4 1 0.20 ， 

49 81 4.31 1.63 0.55 4.2 1 0.19 10 

50 82 3.49 1.36 0.41 2.4 1 0.19 11 

51 83 3.83 1.80 0.45 6.4 l 0.25 12 

52 84 5.61 1.80 0.66 6.6 1 0.28 13 

53 85 3.41 l. 79 0.73 5.1 l 0.25 14 

54 86 4.12 1.65 0.59 4.9 I 0.30 15 両而に銃
55 87 3.60 2.34 1.01 11. 4 l 0.22 16 同上O. l!i 

56 88 5.39 2.]6 0.55 7.2 1 0. 18 17 

57 89 4.89 2.01 0.73 8.3 1 0.21 18 

58 90 4.73 2.71 0.52 5.8 1 0.19 19 

59 91 5.13 2.54 0.87 14.0 1 0.18 20 

60 92 4.27 1.84 0.59 6.0 l 0.20 21 

61 93 4.56 2.08 0.54 7.2 1 0.20 22 

62 94 3.64 1. 78 0.59 4.3 1 0.25 23 

63 95 3.86 1.32 0.65 4.5 1 0.23 24 

64 96 3.53 2.00 0.34 3.8 I 0.25 25 両而共に平
65 97 3.33 1.84 0.62 4.7 1 0.17 26 

66 98 3.24 1.66 0.56 3.5 1 0.14 27 

67 99 3.37 1.51 0.48 2.8 1 0.20 28 

68 198 7.35 3.31 1.02 2 5. 4 1 0.15 29 No65土喘内

69 202 4.51 2.00 0.67 7.2 1 0.20 30 No55土悩内

70 203 4.25 1. 75 0. 70 5.9 1 0.16 31 同 上

71 204 4.36 1.86 0.90 9.2 1 0.20 32 同 k 

72 205 4.37 2.20 0. 78 8.6 1 0.18 33 同 上

73 206 4.99 2.01 0.59 6.6 1 0.15 34 同 上

74 207 4.32 1.50 0.44 3.0 不明 無 35 同 上

75 208 5.86 l. 7 2 0.79 8.8 1 0.20 36 同 上
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No 追物No 長径(cm) 短径(cm) 原さ(cm) 重瓜(g) 穿孔 孔径(cm) 図No 備 考

76 209 4.19 2.03 0.64 6.2 
， 

1 0.16 14-37 No55土粘内
77 213 5.39 1.99 0.76 10.7 I 0.22 38 No59土沿内
78 214 6.05 2.29 0.93 16.1 1 0.20 39 No62土料内
79 215 5.04 1.61 0.52 5.0 1 0.20 40 同 上
80 216 4.57 2.06 0.74 6.4 無 無 41 同 上
81 217 5.32 1.88 0.77 8.5 l 0.30 42 同 」・・
82 221 3.55 1.83 0.58 5.0 l 無 43 No52土岱内
83 222 6.46 2.41 0.83 17.0 1 0.17 44 NolO土器内
84 223 6.09 2.34 0.77 11. 9 1 0.18 15- l 同 上
85 224 3.51 2.33 0.64 7.2 1 0.20 2 同 上
86 226 3.46 1.47 0.55 2.9 1 0.15 3 No68土器内
87 227 4.68 1.91 0.50 4.8 1 0.40 4 No 7 土沿内0.15 
88 228 6.56 1.98 0.86 13.6 1 0.18 5 同 上
89 230 4.58 1.66 0.58 5.1 l 0.165 6 同 士．
90 231 3.13 1. 96 0.62 4.2 1 0.-10 7 同 上() ． 25 
91 235 3.58 1.67 0.52 3.6 1 0.2 8 No34土器内
92 236 3.69 1. 78 0.39 4.4 1 0.15 ， 両面共に平 ． ＼o34 1: (；訥
93 239 5.82 2.06 0.66 9.5 1 0.15 10

. 
No21土浩杓

94 240 3.62 1.48 0.54 3.8 1 0.16 11 同 上
95 241 4.42 1.52 0.55 4.7 1 0.25 12 同 上
96 243 5.92 3.55 1.17 25.8 1 0.17 13 同 上
97 246 6.78 2.64 0.18 18.7 1 0.46 14 No22土器内
98 247 5.73 2.33 0.71 10.6 l 0.20 15 No 6 土胎内
99 249 4.18 2.18 0.63 6.8 無 無 16 No25土器内
100 250 5.34 2.22 0.68 9.9 1 0.17 17 同 上
101 252 3.12 1.72 0.67 3.8 1 0.30 18 両而に鉗
102 253 3.73 2.21 0.63 5.7 1 0.15 19 No54土浩内
103 254 3.51 1.61 0.54 3.8 1 0.22 20 Nol6土料内
104 255 2.65 1.94 0.62 4.0 1 0.40 21 No51土料内0.16 
105 259 4.16 1.63 0.45 3.8 1 0.16 22 
106 261 4.51 1.80 0.41 5.1 1 0.16 23 
107 262 3. 70 1.68 0.71 5.4 無 無 24 
108 263 3.54 2.04 0.51 7.3 1 0.16 25 
109 267 5.92 2.57 0.88 14.7 1 0.25 26 
llO 271 7.61 2.50 0.84 20.1 1 0.24 27 両而に'iii.N'o38.·J：淵内
111 272 4.38 2.28 0.63 7.3 1 0.15 28 No35土<.:i-内
112 273 3.57 1.60 0.42 2.8 l 0.18 29 Nol86土器内
113 274 5.52 2.36 0.71 10.4 1 0.15 30 No 2 土器内
114 277 3.36 1.45 0.52 3.0 不明 無 31 同 上
115 278 2.40 1.47 0.38 2.0 1 0.18 32 

I 

同 上
116 280 2.96 1. 73 0.55 2.9 不明 無 33 

（有孔円板）

No 退物No 長径(cm) 短径(cm) 厚さ(cm) 重批(g) I穿孔 孔径(cm) 図No 備 考

1 49 3.15 3.12 0.45 7.8 1 0.16 15-34 
2 101 2.80 2,78 0.46 6.6 I 0.16 35 
3 102 3.23 3.33 0.63 13.7 1 0.16 42 
4 103 3.34 3.09 0.62 9.9 無 無 36 
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No 遠物No 長径(cm) 短径(cm) 厚さ(cm) 重凪(g) 穿孔 孔径(cm) 因 No ifiii 考

5 104 2.80 2.88 0.44 5.1 1 0.16 15-37 
6 105 2.40 2.44 0.41 4.4 1 0.18 38 
7 106 2.95 3.05 0.29 2.9 1 0.16 39 
8 107 2.02 2.31 0.44 3.6 無 無 40 
， 108 2.51 2.55 0.38 4.1 無 無 41 
10 132 2.01 1.97 0.45 2.8 l 0.18 43 
11 133 1.57 2.16 0.38 1.8 1 0.18 44 

12 134 2.81 2.90 0.46 7.0 1 0.18 45 
13 135 2.01 2.11 0.27 2.1 1 0.15 46 
14 150 3.48 3.67 0.38 8.5 1 0.42 47 
15 151 1.87 1.92 0.34 2.1 l 0.21 48 
16 154 2.31 2.20 0.32 3.0 1 0.20 49 
17 161 2.47 2.61 0.46 5.5 1 0.15 50 
18 184 2.55 2.82 0.41 5.0 1 0.48 ゜

0.4 51 No 8土器内
19 186 1.72 1.80 0.36 1.9 l 0.21 16-1 No57土器内
20 188 2.55 3.01 0.39 5.3 1 0.44 2 No29土器内
21 189 3.06 3.23 0.45 8.4 1 0.20 3 同 上

22 199 2.63 2.94 0.50 6.8 無 無 4 No65土器内
23 200 2.45 2.43 0.49 4.8 1 0.41 5 同 上

24 201 1.17 2.43 0.41 1. 9 不明 無 6 同 上

25 210 2.59 2.63 0.34 4.1 1 0.25 7 No55土器内
26 211 2.89 2.99 0.59 9.1 1 0.21 8 同 上

27 212 2.95 2.94 0.62 8.0 1 0.21 ， 同 上

28 218 3. 6 2 3.60 0.44 10.7 1 0.16 10 No62土器内
29 232 2.80 2.48 0.36 4.7 1 0.16 11 No 7土器内
30 233 2.47 2.50 0.44 4.7 1 0.20 12 No43土器内
31 237 2.51 2.60 0.38 4.3 1 0.16 13 No21土器内
32 242 4.24 4.16 0.49 15.0 1 0.21 14 同 J:

33 244 2.72 2.61 0.38 4.6 1 0.19 15 
34 245 2.78 2.83 0.46 5.9 1 0.18 16 No22土器内
35 248 2.95 2.93 0.37 6.2 1 0.15 17 No 6 土器内
36 251 2.50 1.86 0.34 2.4 1 0.20 18 No25土器内
37 256 2.24 2.61 0.36 3.8 1 0.22 19 No53土器内
38 257 2.60 2.79 0.38 5.1 1 0.18 20 
39 258 2.78 2.88 0.57 7.1 1 0.24 21 No17土器内
40 260 2.75 2.59 0.44 5.9 1 0.14 22 
41 264 2.31 2.43 0.34 3.3 1 0.18 23 
42 265 3.16 3.29 0.46 8.0 1 0.16 24 
43 266 3.37 3.22 0.51 9.8 1 00

.

.41
2 8 25 

44 269 1.68 2.00 0.34 1.9 1 0.18 26 
45 270 2.48 2.58 0.42 4.9 1 0.19 27 No38土器内
46 275 2.05 2.34 0.59 5.1 1 0.18 28 No 2土器内
47 276 1.99 2.17 0.30 2.4 1 0.18 29 同 上

48 279 1.48 3.10 0.37 2.7 不明 無 30 No35土器内
49 282 1.48 2.12 0.45 2.5 1 0.18 31 
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（臼 玉）

No l 遺物No I 長径(cm) I 幅 (cm) I 重飛(g) I 孔径(cm) I 図 No 備 考

66 0.28 0.41 0.1以下 I 0.16 I 17-39 I No40土器内

（臼 玉） 〈未製品〉

No 近物No 長径(cm) 幅(cm) 匝凪 (g) 孔径(cm) 図 No 備 考

1 1 0.12 0.92 0.40 0.16 17-1 

2 2 0.97 0.68 0.25 0.18 2 

3 3 1.00 0.6 0.30 0.16 3 

4 4 0.85 0.51 0.20 0.16 4 

5 5 0.8 0.52 0.10 0.15 5 

6 6 0.79 0.57 0.20 0.16 6 

7 7 0.85 0.51 0.15 0.15 7 

8 8 1.00 0.57 0.20 0.20 8 

， ， 1.00 1.00 0.60 なし ， 

10 10 0.89 1.11 0.40 なし 10 

11 11 0.82 1.08 0.40 なし 11 

12 12 I.00 0.82 0.40 なし 12 

13 13 0.90 1.02 0.40 なし 13 

14 14 0.87 0.98 0.50 なし 14 

15 15 0.98 0.78 0.35 なし 15 

16 16 0.9 1.05 0.40 なし 16 

17 17 0.97 0.81 0.35 なし 17 

18 18 0.97 0.90 0.55 なし 18 

19 19 0.86 1.07 0.45 なし 19 

20 20 0.90 1.00 0.40 なし 20 

21 21 0.87 0.90 0.40 なし 21 

22 22 0.95 0.90 0.50 なし 22 

23 23 0.87 0.90 0.45 なし 23 

24 25 0.91 0.91 0.40 なし 25 

25 26 0.95 0.92 0.35 なし 26 

26 27 1.01 1.00 0.50 なし 27 

27 28 0.98 0.90 0.40 なし 28 

28 29 0.71 1.01 0.25 なし 29 

29 30 1.10 1.08 0.45 なし 30 

30 31 1.10 1.10 0.50 なし 31 

31 32 0.90 0.90 0.35 なし 32 

32 33 0.90 1.00 0.50 なし 33 

33 34 0.78 0.90 0.40 なし 34 

34 37 1.00 0.88 0.40 なし 36 

35 38 0.74 1.00 0.30 なし 37 

36 39 1.00 0.88 0.40 なし 38 

37 24 1.02 1.00 0.40 なし 24 

38 36 1.05 0.93 0.50 なし 35 
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第13図 矢ノ目遺跡の石製模造品 (1) 
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1. 下入ノ内遺跡出土の須恵器片（補）

当選跡については， 福島県文化財調査報告書 第82集（伊達西部地区遺跡発掘調査報告）の中

で報告したが， 次の資料が欠落していたのでここに補稿をもって紹介する。観察は主に石本弘氏。

須恵器

二重堀跡発掘調査に係る第30トレンチ第4陪焼土より出土(1979年11月6日）した資料である。

迎の破片と見られ， 現在器高約2.9cm, 厚さ

0. 5cm-O. 25cmを測る口縁部資料である。内外

面ともにロクロナデが観察され， 色調は外面黒

灰色， 内面黄褐色（降灰付箸）を呈する。口縁

部下に隆線（先端部欠損）があり上下にロクロ

ナデが見られる。 またこの下に波状文が施文さ

れており4本まで確認できる。断面はII音灰色を

呈し， 胎土は緻密で混入物もなく， 焼成も良好

である（図版VI-22) 。 しz

尚， 先に報告した須恵器迎（胴部片）とはそ

の器厚などから別個体と考えたい。

2. 国見町石母田及び西大枝地区出土遺物

(1) 石母田字割田14番地出土遺物 （第19図 1 · 2) 

この資料は， 上記地点より採譲されたもので， 佐藤喜藤次氏保管のものである。

』
＂

第18図 下入ノ内遺跡の須恵器片

太形蛤刃石斧 （第19図 1)

長さ20.6cm, 幅7.7cm, 厚さ5 cm, 重さl.2k9で， 表面は黒色に近い。 下半部（刃部）付近は良

＜磨かれており， 製作上の痕跡と考えられる細かなスリットが多く観察できる。 また刃先は両刃

であるが， 使用によると思われる剥離痕も見られる。一方， 上半部には自然に近い面を残すが，

中央部付近に楕円形状に磨滅痕があり柄を支えた部分かと想像される。断面形はほぼ桁円である。

須恵器 壺 （第19図 2)

台付壺の底部と思われる演料で， 底（台）径9.05cmを測る。ロクロ成形で内外面にロクロ目が

見られ， 胎土密， 焼成良好である。色は内外面とも灰褐色を呈し一部に黒い斑点が1視察できる。

以上の資料の他に土師器片なども採集されている。

(2) 西大枝金谷付近出土遠物 （第19図 3 ~ 5) 

この資料は， 上記地点（略号 KYA) より採躾されたもので，佐藤豊太氏保管のものの一部であるc
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石 ヒ （第19図3)

長さ8.5cm, 幅3.6cm, 原さ1.4cm, 重さ40. 7 gで， 石質は珪質頁岩（新第三紀中新世中期）であ

る。 表裏面ともによく剥離作業が成され刃部を鋭利に仕上げている。 石核よりの分離時いわば第

1次的剥離面が表に5, 裏に1観察できる。

陶 器 高台付婉 （第19図4)

底（台）径7.2cmを測る下半部の資料であり ， ！台土密， 焼成良好である。色は明灰色（内）， 灰

緑色（外）を呈し， 外面の高台以外には緑色釉薬が施されている。 成形・調賂はいずれもロクロ

が使用されよくロクロ目が観察できる。

陶 器 杯 （第19図5)

底径8.4cmで若干上げ底である。胎土密， 焼成良好で色は内外面ともに明灰色を呈する。 ロク

口成形で体・底部ともに外面は回転ヘラケズリ， 内面はロクロ目が観察できる。

以上の他に， 縄文時代の土器（中期他）や陶器（甕片他）なども採集されている。

なお付章 Il ー 2の資料は菊池利雄氏の中立ちによってここに紹介した。

三
ニ

＼ 

て二二丑ー百三亥

n
i.
 

10cm 

＜ 
第19図 石母田 ・ 西大枝地区の出土遺物
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〈伊達西部地区遺跡発掘調査関係文献〉

(1) 福島県教育委員会(1977)伊達西部粂里遺構発掘調査概報 I 〈59〉

[2) 

(3} 

(4) 

(51 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(IO) 

(l l) 

(12) 

(13) 中村

{14) 中村

(15) 木庭

[16) 木庭

(17) 菊池

(1978) II 〈64〉

'， (1979) III 〈70〉

，' (1980)伊達西部地区遺跡発掘調査報告(lV) 〈82〉

ヶ (1977M S)伊達西部粂里制遺構一昭和52年度第1次調査中間報告咬科一（現地説明）

.,,. (1977M S) 伊達西部粂里制遺構一昭和52年度発掘調査概要No2-（現地説明）

.,,. (1978M S)伊達西部一石母田地区ー における粂里遺構一昭和53年度発掘調査概要1-

,' （1978M S)伊達西部一谷地周辺ー における条里遺構一昭和53年度発掘調査概要2-

,' （1979M S)奥州藤原氏阿津賀志山防塁 二重堀（見学資料）

,' （1979M S)下入ノ内遺跡（説明賓料）

,' （1979M S)現地説明会行料 金谷館跡

'， （1980M S)伊達西部粂里迫構VI一森山条里の発掘調査ー（現地説明資料）

嘉男(1976M S)伊達郡国見町徳江地区微地形

嘉男(1977M S) 伊達西部条里制遠構内の微地形調査一伊達西部塚野目地区の微地形一

元晴 (1977M S) 伊達西部粂里遠構発掘調査に関する微地形調査一 藤田・北半田・谷地六丁目地区一

元睛 (1978M S)伊達西部条里遺構発掘調査に関する微地形調査一石母田・谷地・上郡・下郡・伊達

崎地区一

利雄(1978M S)伊達西部条里遺構発掘調査に関する地名・古地図等調査一石母田・谷地・上郡・下

郡・伊達崎地区一

(18) 木庭 元晴 (1980 a) 

(19) 菊池 利雄(1980)

伊達西部条里遥構と地形 伊達西部地区迫跡発掘調査報告 〈82〉

伊逹西部条里遵構発掘調査に関する地名・古地図等調査一 灌漑水よりみた伊達郡西

根の条里と開発ー 伊逹西部地区遺跡発掘調査報告 〈82〉

[20)菅原 文也(1980) 福島県の祭祀遺跡 伊達西部地区遺跡発掘調査報告 〈82〉

※以上の他に ， 日本考古学年報（日本考古学協会刊）， 福島県考古学年報（福島県考古学会刊）にも記載されて

いる。 なお〈 〉内は ， 福島県文化財調査報告苔の番号である。

〈参 考 文 献〉

(21)佐藤堅治郎(1964)福島県の条里制 福品県史 第6巻

(22) 高橋 富雄(1967)大化改新と開けゆく会津 会津若松史 第1巻

(23)落合 重信(1967)条里制
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{24)弥永 貞三(1967)粂里制の諸問題 日本の考古学珊

(25}足利 健亮(1967)日本一古代 歴史地理学

(26)鈴木 貞夫(1968)いわき市における条里制遠構の分布 地方史研究発表大会（要旨）

四7J 渡辺 久雄(1968)条里制の研究ー歴史地理学的考察一

(28) 賓月圭吾｛也(1968)地下に発兄された更埴市条里迫構の研究

(29)佐藤堅治郎(1969)陸奥国の成立と郡郷 福島県史 第1巻

(30)鈴木 貞夫(1970)いわき市の条里制遺構復元について いわき地方史研究 第12号

(31)大塚 ーニ(1970)今新田の条里制遠構 いわき地方史研究 第8号

(321 佐藤堅治郎(1970)条里制と須恵器工人群 福島市史 第1巻

(331 佐藤堅治郎(1972)福島県における条里制の諸問題 第14回福島県考古学大会資料

(34)梅宮 茂 ， 小林消治他(1973)国兒町史 第2俊

135)鈴木 貞夫(1975)いわき市粂里退構の分布 福島地理論集 第18号

{36) 玉口時雄他(1975)千薬県館山市条里迫棉調査報告否

(3り 菊池 利雄(1977)粂里とむら 国見町史 第1巻 及び氏の講演会賓科など

(36)国兒町(1977)国見町史 第1巻

139)中村 嘉男(1977)国見町の地形 国見町史 第1巻

(40) 山根一郎｛也(1978)図説日本の土壌

(411 鈴木官夫・日下部普己(1979M S)粂里迫構に関する若千の覚密ー その考古学的成果一

[42J 菅原文也・高橋信一イ也(1980)熊川六丁目粂里迫構発掘調査報告 大熊町文化財調査報告 第1媒

(43) 山崎 四郎(1980)尾野本粂里遠構 福島県考古学年報9

(44)木庭 元睛(1980 b)伊達平野の位囲及び地形発達史 伊達西部地区遺跡発掘調査報告
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遺 跡 名 称

所 在 地

立 地 ・ 地 目

発掘調査主体者

発掘調査担当課

発掘調査担当者

調査員

協 力 撓 関

発掘調査協力者

発 掘 調 査期間

整理作業担当者

補助員

〈調 査 要 項〉

伊達西部粂里追構 一森山条里(II ) -（第6次調査）

福島県伊達郡国兄町大字森！IJ字辻束他

洪積台地（藤田面） •水田 ， 畑地果樹園

福島県教育委員会（教育長辺見栄之助）

福島県教育庁文化課（課長瀬戸 消彦）

日下部普己（福島県教育庁文化課・日本考古学協会々貝）

寺島 文陸（（財〕福島県文化七ンタ ー遺跡調査課・日本考古学協会々員）

国見町教育委員会•福島県福島農地事務所・（財〕福島県文化センタ ー ・伊達西部土地改良区

春日 ー憲（国兄町教育委員会社会教育係長） ， 国見町郷土史研究会員

昭和55年10月13日～11月6日（延18日間）

日下部普己 寺島 文隆 鈴鹿八重子 菅野 順子 鈴木 文碓 長島 雄一

内藤 弘美

発掘調査及び整理作業者・協力者

吉田 光助 吉田 正雄 森林 喜助 菊池 二郎 佐j/泰徳治 近野 仁 木村 平吉

近野 昇治 佐藤 トキ 小林美智子 佐藤クニイ 鈴木 キイ 吉田 フサ 遠藤 サキ

谷口千代子 佐久問モト 佐藤セキノ 斎藤 正 小林 成夫 大津 森治 鈴木文太郎

長 栄 寺 玉手 克之 菊池 利雄 叶 敦子 永山きくよ 紺野 光枝 鴫原 由恵

久能 令子 有我志津子 橋本 純子 佐藤 恭子 菅野 靖子 市Jll佐知子 森山 宗子

明石 米子 大橋 圭子 高橋 孝子 紺野 朋子 志賀 憲一 長野 ミイ 八城 敏子

渡辺 泰子 小原カッョ 小原 幸子 永倉 静子 水倉美患子 平野 ハル 近藤 芳子
1船イ；lal)

〈事 Tマヵ欠 局〉

福島県教育庁文化課 遺跡班及び文化財保護係

文化課長 瀬戸 消彦 主 幹皆川 郁夫 課長補佐 佐藤 昭吾
遺 跡 班 文化財保護係

円門文化財主査 日高 努 文屯化
｛壬

財
屯保護立係

兼仕 菊田謙一郎

文化財主査佐藤 博重 専門文化財主査 竹川 重男

文化財主査 木本 元治 叫'l文化財主査 懸旧 弘乱II

文化財主事 日下部菩己 主 査 大河原敬治
事務補助員 今野 郁子 主 査 斎藤 勝正

嘱 託 鈴鹿八重子 事務補助員 菱沼 裕子

... 縣 託 高橋 典子 事務補助貝 渡辺．：幸枝

嘱 託 菅(2野順子月281:!退職） 事務補助員 神JI!孝子

託 鈴木 文雄

嘱 託 長島 雄一
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福島県文化財関係資料刊行目録

（福島県文化財調査報告書をのぞく）
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3 福島県の民俗芸能ー第 2 回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和27年

4 福島県の民俗芸能ー第 3 回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和28年

5 福島県の民俗芸能ー第 4 回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭相29年

6 福島県の民俗芸能ー第 5 回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和30年

7 福島県の民俗芸能ー第 6 回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和31年

8 福島県の民俗芸能ー第 7 回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭相32年

9 福島県の民俗芸能ー第 8 回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和33年

10 福島県の民俗芸能ー第9回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和34年

11 福島県の文化財目録 昭和34年

12 福島県の民俗芸能ー第10回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和35年

13 福島県遺跡地名表I 昭和35年

14 福島県文化財地図 昭和35年

15 福島県の民俗芸能ー第11回掲島県民俗芸能大会出演記録一

昭和36年

16 福島県遺跡地名表 昭和36年
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20 揺島県の民俗芸能ー第13回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和38年

(21 福島限束部地区遺跡発掘調査報告書昭和38年）

22 福島県の民俗芸能ー第14回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和39年

23 図録r福島県の文化財」第 2集 昭和39年3月

24 福島県文化財事務提要 昭和39年

25 福島県の民俗芸能ー第15回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和40年

26 福島県の民俗芸能ー第16回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和41年

27 福島県文化財目録 昭和41年

28 福島県の民俗芸能ー第17回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和42年

29 福島県文化財目録 昭和42年

30 福島県文化財地図 昭和42年

31 福島県の民俗芸能ー第18回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和43年

32 福島県文化財目録 昭和43年

33 福島県の民俗芸能ー第19回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和44年

34 文化財読＊ 昭和44年

35 文化財読本指導の手引苔昭和44年

36 福島県の民俗芸能ー第20回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和45年

37 福島県の民俗芸能ー第21回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和46年

38 福島県の民俗芸能ー第22回椙島県民俗芸能大会出演記録一

昭和47年

39 福島県遺肪地名表1971 昭相47年3月

40 福島県の民俗芸能ー第23回福怠県民俗芸能大会出演記録一

昭和48年

41 福島県の民俗芸能ー第24回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和49年

42 福島県の民俗芸能ー第25回福島県民俗芸能大会出演記録一

昭和50年

43 福島梨の文化史（文化財スライド3号）

44 文化財民俗芸能（文化財スライド2号）

45 土中の宝（文化財スライド1号） （昭和50年まで）

46 発掘調査の手引き 1976年

以上の他に． 史跡名勝天然記念物調査報告がある。
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